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ア
ン
ケ
ー
ト
は
１
月
26
日
〜

２
月
10
日
に
行
い
、
北
大
、
東

北
大
、
筑
波
大
、
東
京
大
、
一

橋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神

戸
大
、
九
州
大
の
９
大
学
か
ら

回
答
を
得
た
。

　
回
答
日
時
点
の
課
外
活
動
の

制
限
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

全
９
大
学
が
何
ら
か
の
制
限
を

し
て
い
た
。
た
だ
制
限
の
方
法

で
は
対
応
が
割
れ
た
。
北
大
や

東
京
大
、
九
州
大
は
「
全
面
禁

止
」
と
回
答
。
一
方
、
筑
波
大

と
京
都
大
、
神
戸
大
は
「
許
可

制
で
活
動
を
認
め
る
」
と
し
て

い
た
。

　
「
ほ
ぼ
全
面
禁
止
」
と
回
答
し

た
の
は
東
北
大
と
一
橋
大
。
東

北
大
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の

活
動
や
、
個
人
練
習
に
つ
い
て

は
認
め
て
い
る
」
と
補
足
し
た
。

大
阪
大
は
「
感
染
リ
ス
ク
が
高

く
な
い
活
動
（
非
接
触
、
用
具

共
有
の
な
い
屋
外
活
動
）
の
み

実
施
可
能
」
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
課
外
活
動
へ
の
制

限
を
見
直
す
時
期
も
聞
い
た
。

九
州
大
は
２
月
上
旬
、
大
阪
大

は
２
月
ご
ろ
、
神
戸
大
は
３
月

ご
ろ
だ
っ
た
。
ほ
か
６
大
学
は

未
定
と
し
て
い
る
。

　
制
限
を
見
直
す
場
合
に
見
る

要
素
を
①
行
政
の
要
請
な
ど
②

全
国
感
染
状
況
③
都
道
府
県
感

染
状
況
④
学
内
感
染
状
況―

―

で
聞
く
と
、
北
大
、
東
北
大
、

筑
波
大
、
神
戸
大
、
九
州
大
は

①
③
④
を
見
る
と
答
え
た
。
東

北
大
と
筑
波
大
は
こ
れ
に
加
え
、

②
も
見
る
と
い
う
。
こ
の
ほ
か

の
大
学
は
記
述
で
回
答
し
、
東

京
大
は
「
学
内
の
会
議
で
学
内

外
の
各
種
状
況
を
総
合
的
に
見

て
検
討
」
と
し
て
い
た
。

　
コ
ロ
ナ
下
で
迎
え
る
卒
業
式

や
入
学
式
は
大
半
の
大
学
が
縮

小
開
催
を
決
め
て
い
た
。
開
催

可
否
を
回
答
日
時
点
で
決
め
て

い
な
い
大
阪
大
を
除
く
８
大
学

は
式
典
当
日
、「
換
気
や
消
毒
、

マ
ス
ク
な
ど
の
対
策
を
取
る
」

と
す
る
。
こ
れ
に
加
え
「
出
席

者
の
分
散
」、「
時
間
短
縮
」
と
の

回
答
も
各
７
大
学
か
ら
あ
っ
た
。

　
各
種
制
限
や
感
染
状
況
を
判

断
す
る
大
学
独
自
の
基
準
の
有

無
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
９
大

学
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

そ
の
う
ち
、「
B
C
P
（
事
業
継

続
計
画
）」
と
の
名
前
で
定
め
て

い
る
の
は
北
大
、
東
北
大
、
九

州
大
の
３
大
学
で
、
い
ず
れ
も

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
運
用
を

開
始
し
た
。

　
北
大
新
聞
は
東
北
大
学
新
聞
と
合
同
（
京
都
大
学
新
聞
な
ど
も
協

力
）
で
全
国
９
国
立
大
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
聞
く

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
全
大
学
が
部
活
動
な
ど
課
外
活
動
を
制

限
し
て
い
る
が
、
北
大
な
ど
の
よ
う
に
全
面
的
に
制
限
す
る
大
学
が

あ
る
一
方
、
京
都
大
な
ど
は
許
可
制
で
活
動
を
認
め
て
お
り
、
制
限

の
仕
方
は
ま
ち
ま
ち
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（
関
連
記
事
２
面
）

　
本
学
は
１
月
、
学
生
や
職
員

ら
計
６
人
の
感
染
を
発
表
し
た
。

公
表
日
と
内
訳
は
14
日
に
学
生

３
人
、
22
日
に
学
生
１
人
、
28

日
に
学
生
と
職
員
各
１
人
。

12
月
に
は
８
人
の
構
成
員
の

感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
本

学
の
山
口
淳
二
理
事
・
副
学
長

は
、
友
人
同
士
の
会
食
が
原
因

と
推
測
さ
れ
る
感
染
や
、
会
食

で
濃
厚
接
触
し
た
事
例
が
少
な

か
ら
ず
あ
る
と
明
か
し
、「
大
学

と
し
て
大
変
遺
憾
」
だ
と
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
。

分
け
方
さ
ま
ざ
ま

対
面
or
オ
ン
ラ
イ
ン

式
典
で
も
感
染
対
策

全国９国立大アンケート

　
２
０
２
１
年
度
の
本
学
入
試

へ
の
志
願
者
数
が
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。
出
願
締
切
日
の
５
日

時
点
の
本
学
へ
の
一
般
選
抜
志

願
者
数
は
前
後
期
合
わ
せ
前
年

度
比
約
１
１
０
０
人
（
約
12
％
）

減
の
８
６
２
１
人
だ
っ
た
。
大

手
予
備
校
担
当
者
は
同
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
で
高
得
点
を
取
る
受
験
生

が
減
っ
た
影
響
を
指
摘
す
る
。

　
北
大
新
聞
の
集
計
で
は
11
年

度
以
降
志
願
者
数
が
９
５
０
０

人
を
割
っ
た
こ
と
は
な
く
、
異

例
の
少
な
さ
。
本
学
は
前
後
期

合
わ
せ
２
４
１
６
人
を
募
集
し
、

全
体
の
倍
率
は
３
・
６
倍
だ
っ

た
。
と
く
に
後
期
の
減
り
が
顕

著
で
、
21
年
度
か
ら
後
期
募
集

が
廃
止
に
な
っ
た
歯
学
部
分
を

除
き
、
前
年
度
比
７
６
１
人
（
約

18
％
）
減
っ
た
。
前
期
は
３
７

０
人
（
約
７
％
）
減
だ
っ
た
。

　
後
期
の
志
願
者
数
減
少
に
つ

い
て
、
予
備
校
大
手
の
河
合
塾

札
幌
校
の
北
山
健
一
校
舎
長
は
、

共
通
テ
ス
ト
で
高
得
点
を
取
っ

た
受
験
生
が
減
っ
た
影
響
を
指

摘
す
る
。
河
合
塾
の
調
査
に
よ

る
と
、
共
通
テ
ス
ト
で
は
平
均

点
が
上
昇
し
た
一
方
、
得
点
率

80
％
以
上
の
高
得
点
層
は
７
科

目
理
系
で
前
年
度
比
13
％
減
、

７
科
目
文
系
で
７
％
減
だ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
本
学
で
Ａ
判
定
（
合

格
可
能
性
80
％
以
上
）
を
取
る

受
験
生
が
少
な
く
な
り
「
逃
げ

切
り
し
に
く
く
、
２
次
試
験
勝

負
に
な
る
」(
北
山
校
舎
長)

と

い
う
。
本
学
に
は
東
京
大
な
ど

を
前
期
で
受
け
た
受
験
生
が
後

期
で
出
願
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

が
、
同
年
度
に
関
し
て
は
本
学

を
「
抑
え
に
で
き
な
か
っ
た
」

た
め
、
志
願
者
減
に
な
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
本
学
は
共
通
テ

ス
ト
の
配
点
も
大
き
い
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
そ
う
。
本
学

は
例
年
、
入
学
者
の
６
割
以
上

を
道
外
生
が
占
め
る
。
北
山
校

舎
長
に
よ
る
と
、
全
国
的
に
都

道
府
県
を
ま
た
ぐ
進
学
が
減
り
、

地
元
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

保
護
者
か
ら
も
「
１
人
暮
ら
し

で
オ
ン
ラ
イ
ン
は
不
安
」
と
の

声
が
聞
か
れ
る
と
い
う
。

　
本
学
入
試
課
は
推
測
と
し
た

上
で
、「
後
期
が
減
っ
て
い
る
の

で
道
外
の
志
願
者
が
減
っ
て
い

る
感
覚
は
あ
る
」
と
話
し
て
お

り
、
近
く
精
査
す
る
方
針
。

部活、制限まちまち

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
新
学
期
の
授

業
形
式
の
全
学
的
な
方
針
を
聞

く
と
、
回
答
日
時
点
で
は
未
定

と
し
た
京
都
大
を
除
き
、
８
大

学
は
「
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

組
み
合
わ
せ
」
を
回
答
し
た
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
分
け

方
で
は
各
大
学
の
個
性
が
で
た
。

①
感
染
防
止
策
が
と
れ
る
か
②

実
験
な
ど
授
業
の
形
態
③
教
育

効
果
④
教
員
の
意
向―

―

か
ら

複
数
回
答
可
で
選
ん
で
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
北
大
、
筑
波
大
、

東
京
大
は
全
て
の
要
素
を
回
答

し
た
。
大
阪
大
は
①
③
④
、
神

戸
大
は
①
②
③
と
答
え
た
。
九

州
大
は
③
の
み
、
一
橋
大
は
①

の
み
だ
っ
た
。
東
北
大
は
「
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
対
応
を

引
き
続
き
行
い
な
が
ら
各
授
業

科
目
で
学
修
す
る
内
容
・
特
性

に
合
わ
せ
て
」
と
記
述
し
た
。

　
対
面
授
業
の
割
合
に
つ
い
て

は
授
業
形
態
の
方
針
が
決
ま
っ

て
い
る
８
大
学
が
未
定
や
不
明

と
回
答
し
た
。
筑
波
大
は
不
明

と
し
た
一
方
で
、「
３
、
４
割
程

度
と
思
わ
れ
る
」
と
補
足
し
た
。

共
通
テ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
影
響
か

新学期授業

新型コロナ

構
成
員
６
人
感
染

１
月

北
大
志
願
者
1000
人
超
減

全
大
学
が
独
自
基
準

8000

10000

12000

212019181716151413122011

（人）

年度

◆北大への志願者数の推移

ニ
ュ
ー
ス
D
I
G
E
S
T

　
老
朽
化
し
て
い
た
本
学
水
産
学
部
付
属
の
練
習
船「
う
し
お
丸
」

の
後
継
と
な
る
新
船
を
建
造
し
２
０
２
２
年
３
月
に
引
き
渡
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
が
文
部
科
学
省
と
本
学
へ
の
取
材
で
わ
か
っ
た
。

現
行
の
う
し
お
丸
よ
り
居
住
性
を
高
め
る
ほ
か
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
の
対
策
を
施
す
見
込
み
。
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
際
に
災
害
支
援
で
き
る
機
能
も
搭
載
す
る
方
針
だ
。

　
北
大
生
協
は
中
央
食
堂
隣
の
建
物「
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
を
臨
時
営
業
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
３
月
に
閉
店
し
た
旧

「
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ル
ム
」の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、３
月
19
日
ま
で

営
業
す
る
。
営
業
は
平
日
の
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
通
常
の
生
協
食
堂
と
は
違
っ
た
特
別
な
も
の
を
用

意
。
目
玉
は
北
海
道
産
の
野
菜
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー（
税

込
６
０
０
円
）で
、営
業
期
間
を
通
し
て
約
１
７
０
０
食
限
定
だ
。

そ
の
他
日
替
わ
り
定
食
な
ど
も
提
供
す
る
。

　
北
大
祭
事
務
局
は
１
月
16
日
、今
年
の
北
大
祭
の
テ
ー
マ
を

「
B
l
u
e　
O
c
e
a
n
」に
決
定
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
下
で
大
学
祭
の
先
例
が
少
な
い
中
、「
B
l
u
e　
O
c
e
a
n
」

（
未
開
拓
市
場
）を
切
り
開
き「
新
し
い
北
大
祭
」を
つ
く
り
た
い

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
他
の
２
つ
の
候
補
と
合
わ
せ
、

本
学
学
生
を
対
象
に
投
票
を
行
っ
た
。

　
北
大
祭
の
開
催
判
断
に
つ
い
て
は
、４
月
上
旬
に
開
か
れ
る
見
込

み
の
全
学
実
行
委
員
会
で
行
う
予
定
。
会
議
で
は
、①
６
月
に
対
面

縮
小
開
催
、②
６
月
に
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、③
秋
へ
の
延
期
、④

中
止―

―

の
主
に
４
つ
の
選
択
肢
を
検
討
す
る
と
し
た
。
対
面
縮
小

開
催
で
は
一
部
企
画
の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
北
大
生
協
の
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
12
月
ま
で
の
利
用
実
績
が
同

生
協
へ
の
取
材
で
わ
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
食

堂
は
特
に
打
撃
を
受
け
、客
数
・
売
り
上
げ(

供
給)

と
も
に
前
年

同
期
比
で
７
割
減
だ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
部
門
別
の
実
績
と
し
て
、購

買
で
は
客
数
が
約
70
％
減
り
、食
品
の
売
り
上
げ
も
約
70
％
減
少
。

一
方
、パ
ソ
コ
ン
や
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
売
れ
行
き
が
好
調

で
購
買
全
体
の
売
り
上
げ
は
約
15
％
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
た
。
書
籍

で
は
客
数
は
約
40
％
減
っ
た
も
の
の
教
科
書
販
売
な
ど
が
伸
び
、売

り
上
げ
は
２
・
４
％
の
減
少
に
抑
え
ら
れ
た
。

　
新
「
う
し
お
丸
」
建
造
へ
　
３
代
目

１/５　
北
大
生
協
、
レ
ス
ト
ラ
ン
臨
時
営
業

１/７　
北
大
生
協
、
食
堂
が
大
打
撃

20
年

１/26 　
北
大
祭
テ
ー
マ
決
定
　
開
催
判
断
へ

１/16

◆各大学の課外活動への制限

北大

東北大

筑波大

東京大

一橋大

京都大

大阪大

神戸大

九州大

全面禁止

ほぼ全面禁止

許可制で活動を認める

全面禁止

ほぼ全面禁止

許可制で活動を認める

許可制で活動を認める
全面禁止

感染リスクが高くない活動
（非接触など）のみ実施可能

11/18

１/８

10/１

１/11

１/８

１/12

１/13

１/14

１/15

制限開始日制限の内容大学



２2021 年 ( 令和３年 )２月 14 日

　厚生労働・文部科学両省は１月15
日、２０２１年春大学卒業予定者の就
職内定率が、20年12月１日時点で

82．２％だったと発表した。前年同期
比で４．９㌽低下した。
　国公立大学卒のみの内定率は87．
８％。前年同期比で１．９㌽減だった
一方、過去25年間では３番目に高い。
地域別大卒内定率では、北海道・東北

地区が最も高く84．０％だ。同地区の
内定率は、前年同期比で５㌽下がっ
た。
　調査では、両省が国立大21校を含
む大学等の学校計１１２校から６２５
０人を抽出し調べた。

　
本
学
の
名
和
豊
春
前
総
長
が

解
任
さ
れ
た
問
題
に
関
連
し
、

名
和
氏
が
本
学
に
対
し
て
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
情
報
の
不
開
示
処
分

を
取
り
消
す
よ
う
求
め
た
訴
訟

の
第
１
回
口
頭
弁
論
が
５
日
、

札
幌
地
裁
（
広
瀬
孝
裁
判
長
）

で
あ
っ
た
。
本
学
側
は
請
求
棄

却
を
求
め
た
。

　
訴
状
に
よ
る
と
名
和
氏
は
本

学
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
室
へ

同
氏
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
な
ど
の
開
示
請
求
を

し
た
が
、
本
学
は
文
書
の
存
在

有
無
を
含
め
個
人
情
報
の
た
め

不
開
示
に
し
た
。
名
和
氏
の
代

理
人
は
陳
述
で
「
無
い
の
で
あ

れ
ば
不
存
在
に
よ
る
不
開
示
を
、

あ
る
の
で
あ
れ
ば
部
分
開
示
を

決
定
す
れ
ば
よ
い
だ
け
で
あ

る
」
な
ど
と
主
張
し
た
。
本
学

は
今
後
、
具
体
的
に
反
論
す
る

と
い
う
。

　
名
和
氏
は
こ
れ
と
は
別
に
、

解
任
手
続
き
に
際
し
調
査
委
員

会
が
作
成
し
た
書
類
の
不
開
示

処
分
を
取
り
消
す
よ
う
求
め
る

訴
訟
も
１
月
22
日
に
提
起
。
こ

れ
で
総
長
解
任
を
巡
り
解
任
取

り
消
し
訴
訟
を
含
め
、
３
件
の

訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。

　
本
学
は
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応

を
検
討
す
る
新
組
織
「
未
来
戦

略
本
部
」（
本
部
長
＝
宝
金
清
博

総
長
）
を
設
置
し
た
。
大
学
を

取
り
巻
く
課
題
に
迅
速
か
つ
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
狙
い
が
あ

り
、
課
題
ご
と
に
「
部
会
」
を

設
け
る
。

　
同
本
部
は
、
理
事
を
部
会
長

と
し
教
授
や
事
務
職
員
で
構
成

す
る
部
会
と
、
必
要
に
応
じ
て

そ
の
も
と
に
置
か
れ
る
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
か
ら
な
る
組
織
で
、

昨
年
11
月
に
設
置
。
12
日
現
在
、

働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
す
る
Ｄ

Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
部
会
の
ほ
か
、①

経
営
的
収
入
②
大
学
院
改
革
③

大
学
憲
章
策
定
④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進―
―

の
各
検
討
部
会
を
設
け

て
い
る
。

　
本
学
で
は
同
本
部
の
ほ
か
に

も
「
立
案
機
構
」
と
し
て
従
来

か
ら
経
営
戦
略
室
や
総
長
室
、

広
報
室
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
大

学
の
中
期
目
標
の
実
現
な
ど
が

メ
イ
ン
で
、
喫
緊
の
課
題
に
は

必
ず
し
も
対
応
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
。
同
本
部
で
は
金
融
や

投
資
の
企
業
な
ど
外
部
人
材
の

登
用
も
可
能
に
し
、
課
題
へ
の

柔
軟
な
対
応
を
目
指
す
。

　
昨
年
10
月
の
宝
金
氏
の
総
長

就
任
後
、
本
学
は
各
理
事
の
機

能
強
化
も
進
め
て
い
る
。
５
人

い
る
理
事
・
副
学
長
を
そ
れ
ぞ

れ
最
高
教
育
責
任
者
、
最
高
改

革
責
任
者
な
ど
と
定
め
、
役
割

や
権
限
、
責
任
を
明
確
化
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
総
長
直
属
で
関

係
部
署
と
の
総
合
調
整
な
ど
を

行
っ
て
い
た
政
策
調
整
室
を
な

く
し
、
そ
う
し
た
業
務
は
各
理

事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

担
当
の
部
署
で
行
う
こ
と
に
し

た
。
政
策
調
整
室
は
秘
書
業
務

に
特
化
し
た
秘
書
室
に
改
め
た
。

　
北
大
新
聞
と
東
北
大
学
新
聞

が
合
同
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
大

学
活
動
の
両
立
の
工
夫
点
を
任

意
で
聞
き
、
６
大
学
が
回
答
し

た
。
北
大
は
授
業
・
研
究
・
会

議
な
ど
に
お
い
て
積
極
的
に
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

感
染
対
策
と
大
学
活
動
の
両
立

を
図
っ
て
い
る
。

　
東
北
大
は
学
生
の
心
の
ケ
ア

と
し
て
、
応
援
＆
感
謝
メ
ッ

セ
ー
ジ
集
の
１
年
生
へ
の
配
布

や
学
生
応
援
動
画
な
ど
の
学
生

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
課
外
活
動
に
つ
い

て
、
感
染
対
策
を
し
た
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、

感
染
拡
大
状
況
を
見
な
が
ら
段

階
的
に
活
動
を
再
開
す
る
た
め

の
ル
ー
ル
を
策
定
し
た
と
い
う
。

　
東
京
大
は
健
康
管
理
報
告
サ

イ
ト
で
の
体
温
・
体
調
の
管
理

の
ほ
か
、
学
内
各
部
屋
の
換
気

状
況
の
把
握
と
改
善
、人
口
密
度

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
対
策

を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。

　
京
都
大
は
全
学
生
が
生
活
の

中
に
感
染
症
対
策
を
取
り
入
れ

て
行
動
す
る
よ
う
、
京
都
大
学

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
専

門
委
員
会
が
提
供
す
る
「
大
学

生
活
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
を
受
講

さ
せ
て
い
る
。

　
大
阪
大
で
は
感
染
者
が
発
生

し
た
際
、
保
健
所
が
判
定
す
る

濃
厚
接
触
者
と
は
別
に
、
状
況

に
応
じ
て
大
学
独
自
で
「
高
リ

ス
ク
接
触
者
」
を
指
定
し
、
必

要
な
感
染
防
止
対
策
を
義
務
付

け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
感

染
拡
大
リ
ス
ク
を
抑
え
、
大
学

活
動
の
制
限
を
最
小
限
に
止
め

て
い
る
」
と
い
う
。

　
九
州
大
は
学
生
が
学
外
か
ら

24
時
間
問
い
合
わ
せ
ら
れ
る
、Ａ

Ｉ（
人
工
知
能
）
を
用
い
た
「
学

生
窓
口
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
」
を
導

入
し
た
。
ま
た
研
究
面
で
は
コ

ロ
ナ
対
策
の
研
究
を
対
象
に
学

内
公
募
を
行
い
、
三
井
住
友
信

託
銀
行
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
・
治
療
薬
開
発
寄
付
口

座
」
の
寄
付
金
を
原
資
に
研
究

費
を
措
置
し
た
。

　
国
連
が
後
援
す
る
世
界
的
な
学
生
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
ペ
大
会
、
ハ
ル
ト
プ
ラ
イ
ズ
の

今
年
度
の
学
内
大
会
が
１
月
16
日
に
行
わ

れ
、
本
学
留
学
生
ら
の
チ
ー
ム
「
Ｆ
Ｌ
Ｏ

Ａ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｌ
」
が
４
チ
ー
ム
を
抑
え
て

優
勝
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
今
後
世
界
各
都

市
で
行
わ
れ
る
地
域
予
選
に
出
場
す
る
予

定
だ
。

　
ハ
ル
ト
プ
ラ
イ
ズ
で
は
毎
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
今
回
は

「
食
」
の
問
題
解
決
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ

ア
が
問
わ
れ
て
い
る
。Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ｅ

Ａ
Ｌ
は
東
南
ア
ジ
ア
で
食
さ
れ
て
い
る
浮

草
に
注
目
し
た
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
出
身
の

カ
マ
ル
・
シ
ュ
ブ
ロ
・
サ
ジ
ャ
ッ
ド
さ
ん

（
環
境
科
学
院
博
士
２
年
）
の
ほ
か
、
同

院
、
経
済
学
院
、
工
学
院
の
留
学
生
ら
４

人
で
そ
れ
ぞ
れ
ビ
ジ
ネ
ス
や
機
械
の
設
計

な
ど
得
意
分
野
を
生
か
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
メ
ン
バ
ー

が
直
接
会
う
こ
と
が
難
し
く
、
ウ
ェ
ブ
会

議
は
プ
レ
ゼ
ン
の
練
習
に
向
か
ず
苦
労
し

た
と
い
う
。
そ
ん
な
中
で
も
メ
ン
バ
ー
全

員
の
意
見
を
聞
け
る
よ
う
な
環
境
を
作
り

「
今
回
の
結
果
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
カ
マ
ル
・
シ
ュ
ブ
ロ
さ
ん
は

語
っ
た
。

　
カ
マ
ル
・
シ
ュ
ブ
ロ
さ
ん
は
「（
優
勝

で
き
て
）
嬉
し
か
っ
た
。
今
後
は
地
域
予

選
に
向
け
、
実
際
に
浮
草
を
育
て
る
段
階

ま
で
進
め
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　
今
回
の
大
会
で
は
様
々
な
感
染
対
策
が

行
わ
れ
た
。
密
を
避
け
る
た
め
発
表
の
ス

テ
ー
ジ
に
は
発
表
者
と
最
低
限
の
ス
タ
ッ

フ
の
み
が
い
る
よ
う
に
し
、
審
査
員
と
観

客
は
ビ
デ
オ
会
議
ツ
ー
ル
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」

を
用
い
て
観
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
大

会
運
営
委
員
長
の
サ
ン
ギ
ー
タ
・
ラ
ト

ナ
ー
ヤ
カ
さ
ん
（
情
報
科
学
院
博
士
３

年
）
は
「
感
染
対
策
と
プ
レ
ゼ
ン
の
ラ
イ

ブ
感
の
両
立
な
ど
を
模
索
し
、
果
敢
に
挑

戦
し
た
」
と
話
し
た
。

　
２
０
２
１
年
度
入
試
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
下
で
行
わ
れ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
各

大
学
は
換
気
や
消
毒
液
の
設
置

な
ど
の
対
応
を
徹
底
す
る
。
東

京
大
は
担
当
課
が
多
忙
で
、
入

試
に
関
す
る
設
問
は
回
答
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
入
試
当
日
な
ど
の
感
染
対
策

に
つ
い
て
東
京
大
と
、
記
述
で

回
答
し
た
東
北
大
を
除
く
７
大

学
は
消
毒
液
の
設
置
の
ほ
か
、

換
気
、
受
験
者
の
マ
ス
ク
の
着

用
の
対
応
を
取
る
。
北
大
、
筑

波
大
、
一
橋
大
、
大
阪
大
、
九

州
大
は
受
験
者
に
当
日
ま
で
の

体
調
を
記
録
し
て
も
ら
う
。
受

験
者
の
距
離
を
例
年
よ
り
も
離

す
と
の
回
答
も
北
大
、
大
阪
大
、

神
戸
大
か
ら
あ
っ
た
。
北
大
は

体
調
不
良
を
申
し
出
た
受
験
者

に
対
し
て
検
温
も
す
る
と
い
う
。

東
北
大
は
「
文
部
科
学
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
感
染
対

策
を
行
う
」
と
し
て
い
る
。

　
合
格
者
の
発
表
の
方
法
も
北

大
を
含
め
た
５
大
学
が
例
年
か

ら
変
更
し
、
う
ち
北
大
、
一
橋

大
、
京
都
大
、
神
戸
大
の
４
大

学
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
」
と

回
答
し
た
。

ＳＤＧｓ発想競う
学生コンペ 浮草案が学内優勝

北大生にコメなど配布
連合北海道など４団体

北
大
、請
求
棄
却
求
め
る

情
報
不
開
示
の
取
消
訴
訟
総長解任

喫
緊
課
題
検
討
へ
新
組
織

「
未
来
戦
略
本
部
」設
置

Ｄ
Ｘ
な
ど
検
討

大
学
活
動
と
の
両
立
工
夫

各
大
学

北大
「オンライン積極活用」
東北大
「動画などで学生支援」
東大
「人口密度モニタリング」
京大
「独自の感染対策教材」
阪大
「高リスク接触者指定」
九大
「コロナ研究学内公募」

大卒内定率 82.２％
12月、４．９㌽減 21卒
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食料のセットを受け取る学生㊧（９日、北部食堂）

優勝した FLOATMEAL とオンライン参加の審査員
                                            （1 月 16 日、北キャンパス）

　
連
合
北
海
道
な
ど
は
９
・
10

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

困
窮
す
る
学
生
を
支
援
し
よ
う

と
、
本
学
で
コ
メ
な
ど
の
食
料

千
セ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
た
。

　
初
日
の
９
日
、
配
布
会
場
の

本
学
北
部
食
堂
に
は
袋
に
詰
め

ら
れ
た
コ
メ
や
缶
詰
な
ど
が
大

量
に
用
意
さ
れ
、
配
布
対
象
の

一
人
暮
ら
し
の
学
生
ら
が
列
を

な
し
て
い
た
。「
頑
張
っ
て
」
な

ど
の
声
か
け
を
受
け
つ
つ
学
生

ら
は
食
料
を
受
け
取
っ
た
。

　
北
大
生
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
事
前
募
集
に
は
申
し
込
み
が

殺
到
し
、
受
付
翌
日
に
は
千

セ
ッ
ト
全
て
予
約
さ
れ
て
い
た
。

応
募
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
時

短
営
業
の
影
響
で
バ
イ
ト
収
入

が
減
っ
て
い
る
」「
生
活
が
ギ
リ

ギ
リ
な
の
で
食
べ
物
を
頂
け
る

だ
け
で
も
助
か
る
」
な
ど
の
声

が
あ
り
、
学
生
の
困
窮
具
合
が

う
か
が
え
た
。

　
今
回
の
食
料
支
援
は
、
連
合

北
海
道
の
ほ
か
北
海
道
生
活
協

同
組
合
連
合
会
な
ど
４
団
体
に

よ
る
「
ほ
っ
か
い
ど
う
若
者
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
実

施
。
昨
年
12
月
に
道
内
大
学
の

食
料
支
援
の
取
り
組
み
を
み
た

連
合
北
海
道
が
「
他
に
も
や
る

べ
き
大
学
が
あ
る
」
と
の
思
い

で
他
団
体
に
呼
び
か
け
た
。

　
連
合
北
海
道
の
杉
山
元
・
会

長
は
「
日
本
の
財
産
で
あ
る
教

育
の
た
め
、
そ
し
て
学
生
が
安

心
し
て
学
び
暮
ら
せ
る
環
境
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
」
と

話
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
後
、

５
月
の
連
休
明
け
に
第
２
弾
と

し
て
道
内
他
大
学
へ
の
支
援
を

行
う
予
定
。
連
合
北
海
道
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
若
者
の

地
元
の
定
着
や
、
道
内
企
業
の

人
材
確
保
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
考
え
だ
。

コ
ロ
ナ
下
入
試

感
染
対
策
は

アンケート


